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３月 29 日 14:00 頃、上り特急かいじ 28 号が初狩

駅を通過した際、車両のドアが一箇所開いていた、幸い

車外に転落した旅客はいなかった、とのことです。 

原因は推定段階ですが「ドアを閉め方向に作用させるためのエアー

弁が外れてドアがぶら状態となった、ネジ山のかかりが浅かったから

ではないか」と見られています。 

利用された皆さまへご迷惑をおかけしたこと、および不安を与えて

しまっていることにお詫び申し上げます。あずさ・かいじはインバウン

ド需要から満席のためデッキで窮屈な思いをさせてしまうことが多い

列車です。こうしたことからも再発防止に向けて労働組合としても 

取り組んでまいります。 

そんななか、ネットニュース（YBS山梨放送３月30日 20:26 配信）によると 

・ＪＲ東日本が国土交通省に報告したのは翌日の昼過ぎで「速やかに 

報告すべきだった」と釈明 

・ＪＲ東日本は当初、報道機関の問い合わせに「ドアは閉まっていた」

と事実と異なる説明をしていた。理由について「情報が錯綜したため、

隠そうとしたわけではない」 とのこと。 

私たちが指摘する今の会社の欠点はまさにこうした〝隠蔽・言い訳・

当事者意識の希薄さ〟に他なりません。 

こんな言い分、現場ではまかり通りません！ 


